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本マニュアルの見方

項目ごとに１ページ使用しており
画面①②が（紫枠内の）①②の
説明とリンクしています
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ver2.0更新内容
更新日:2020/1/11
　①日付表記の変更

従来の日付は、文字列表記であったため
10日が2日よりも前に表示されていました
そのため日付順に並び変わるように変更
また西暦を追加しました

　②pips集計ピボットの追加

pipsは合計表示となります。
小刻みのポジションで決済した場合
累計となります。

　この度は、『MT4Spreadsheet』のダウンロードありがとうございます。
本マニュアルは、MT４からの取引データの抽出、そのデータを利用し『MT4Spreadsheet』で取引の集計に至
るまでをマニュアル化したものです。
　『MT4Spreadsheet』を使うことにより日別、通貨(種類)別の損益額を一覧表示することができます。
ご自身の取引の振り返り、分析やトレードノートの作成などにご利用下さい。
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１．取引データの表示

MT４を開き
①下段タブから『口座履歴』をクリック

②ターミナルウィンドウ内で右クリック

表示されるアクティブウィンドウ内から

③『期間のカスタム設定...』をクリック

『期間のカスタム設定』画面では

集計する期間の開始および終了の日付

を設定し

④OKをクリック

⑤ターミナルウィンドウ内に取引明細が

表示される。

①

②

③

④

⑤
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２．取引データの保存（出力）

ターミナルウィンドウ内に取引明細が表示された

状態で再度ターミナルウィンドウ内で右クリック

表示されるアクティブウィンドウ内から

①『レポートの保存』をクリック

②名前を付けて保存のウィンドウが開く

（ファイルの保存場所を決めて保存する）

③(保存場所：自分が管理しやすい任意の場所)

④(ファイル名：任意に変更してもよい)

⑤保存をクリック

➅ウィンドウに取引明細が出力される

①

②

③

④

⑤

➅
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３．保存(出力)したデータのコピペ

①

②

③

①取引明細画面のデータ全部をドラック(範囲指定)して（右クリック、アクティブウィンドウ
が表示されるので）コピーする

（アドバイス：画面上でキーボードの

【Ctrl】キーと【A】キーを同時に押すと範囲指定が
【Ctrl】キーと【C】キーを同時に押すとコピーが
容易にできる）

Excelファイル『MT4Spreadsheet』の
シート名『集計表』のセルA１に
②『貼り付け先の書式に合わせる』で①でコピーしたデータを貼り付ける

③A列～N列まできれいにデータが貼り付く（A1はFX取引業者名が貼り付けられる）
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４．データの表示

①V列のピボット上(V6-V8あたりの薄いブルーセル)で右ク
リックし表示されたアクティブウィンドウの『更新』をクリック

②ピボットが更新され日付、通貨(種類)別に集計される
（Swap除く）

③Swapのみで②同様のデータが表示される

④『②+③の総計の合計』が表示（ここでは59,640円）
されるので、MT４の表示と同額であることを確認する

※同額であればデータ転記は問題なく済んだことになる

相違していれば、ピボットの『行ラベル』『列ラベル』内に

項目のチェックが足りない可能性がある

①

②

③

④
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５．分析

①特定の取引明細を表示

【例】11/18取引のeur/usd（ユーロドル）の
31,593円の取引明細を表示したい場合は、
31,593をダブルクリックすると、別シートが開き
表示される

②特定の集計日だけを表示

【例】ピボットの行ラベルのフィルタボタンをクリッ

クし日付を選択する。

※①②は例の一つです。ピボットの機能を使い

こなすことで、更なる分析が可能です。

①

②
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